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【背景と目的】 The programmed cel death-1(PD-1)と
cytotoxic T lymphocyte associated antigen-4(CTLA-4)は,
免疫チェックポイント経路において中心的な役割を果たし
ている.我々は成人の慢性免疫性血小板減少症 (cITP)の
PD-1およびCTLA-4の一塩基多型 (SNPs)解析を行っ
た.【材料と方法】 141名のcITP患者と223名の健常者
を対象とした.4つのCTLA-4 SNPs (－1722T/C・
－1577G/A・49A/G・6230G/A) と3つのPD-1 SNPs
(－606G/A・7209C/T・A215V)の遺伝子型の決定はPCR-
RFLP法を用いて行った.【結 果】 cITP患者では健常
者と比べ,PD-1 7209TT型 (低産生型)の割合が有意に高
かった (p＝0.004).一方,CTLA-4の遺伝子型はcITP患者
と健常者で有意な差は認められなかった.cITP患者におい
て,PD-1 7209TT型 (低産生型)はCC&CT型 (高産生型)
に比べ,治療あり(p＝0.043),ステロイド治療(p＝0.003)と
ステロイド依存性 (p＝0.018)の患者の割合が有意に高
かった.CTLA-4 49AA型 (高産生型)および6230AA型
(高産生型)では低産生型患者に比べて出血傾向が有意に
少なかった (p＝0.010,0.017).また,CTLA-4－1577AA型
は,AG&GG型よりも出血傾向 (p＝0.014)およびステロイ
ド治療 (p＝0.041)の割合が有意に低く,さらに全経過血小
板最低値が有意に高かった (p＝0.048).【考察と結語】
今回の検討でPD-1 SNPsがcITPの発症に関与し,治療必
要性に影響することが示唆された.また,CTLA-4はcITP
患者の臨床症状および治療必要性に影響することが示唆さ
れた.
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